
精神保健福祉部会
令和3年度計画

令和3年度 岡山市障害者自立支援協議会



◆部会の理念
精神障害者の地域における生活支援体制づくりを推進
するために必要な提言を行う

◆4つの重点課題

精神保健福祉部会の活動

医療と地域の情報共有

精神保健福祉部会の土台
～精神障害者地域包括アセスメントシート（私の暮らしート）

精神科クリニックとの連携

発達障害への理解と対応

保健師との連携

精神保健における
課題の整理・調整



取り組みの全体像

医療機関
からあがる地域課題

各地域部会
からあがる地域課題

連絡会
からあがる地域課題

関係する専門
部会等に報告

精神保健福祉部会で課題を整理

課題解決の
取り組み

資源開発
研修会

精神保健福祉
審議会に報告

必要に応じて



◆参加メンバー

8名

・相談支援専門員3名（3つの地域部会から1名参加）
・精神科病院PSW1名 ・精神科医1名
・岡山市保健所3名

◆開催場所
保健福祉会館、岡山県精神科医療センター他

◆開催頻度
月1回

精神保健福祉部会の活動



令和２年度取り組んだこと①

≪１≫岡山県精神神経科診療所協会所属の先生へのアンケート実施

＜目的＞

岡山県精神神経科診療所協会所属の先生方に直接、福祉と医療の連携について
の現状を聞き、精神保健福祉部会において他機関連携の場に実践的に反映する。

＜結果＞

✓相談支援事業所の認知が低いが、ヘルパーや就労系は活用されている。

✓福祉サービス導入は、ヘルパー・訪問看護は医師のニーズ、就労

系は患者のニーズから導入されている。

✓クリニックの連携窓口のほとんどは医師。連携依頼は患者を介してや

診察時に同行する方法が多く、単独で支援機関と対応する事は少ない。

などの意見がだされた



令和２年度取り組んだこと②

≪２≫「医療と保健福祉との連携について検討する会

～医療機関編～」実施（R2.12.11) コメディカル同士での意見交換会を実施

〈目的〉 （5医療機関、17名参加）

精神科医療機関と福祉関係機関で意見交換をし、互いの意見を
聞き、その後の業務に活用するため、グループで協議し出され
た意見を部会内で整理・集約し関係機関へとどける。

〈グループ討議にて出された『困っていること』〉
✓ 相談支援事業所の受け入れ問題：キャパがない、児童受けてくれない、導入までに時間かかる、連絡がとれない

✓ マネジメントの主体の不在：多問題（高齢者と障害者家族、住宅は誰が探す？）のとき。入院したらまかせきり、

✓ 病院へ過度な負担（期待）：退院先の見通しがない中で入院依頼、生活問題を入院で解決したい

✓ 連絡調整に時間や労力を要する：連絡がつかない、ケア会議の日程があわない、関係機関が多くなるほど調整や情

報共有が難航

✓ 保健師との連携：年度で変更になる、自治体での温度感の違い、退院時連絡すべきかどうか

✓ その他 （高齢者問題、強度行動障害、住宅問題）



令和２年度取り組んだこと③

≪３≫地域精神保健福祉連絡会との情報交換
・各福祉区での活動報告と地域ごとの課題と新型コロナ対策下
における連携のあり方、今後の活動方針をパネルディスカッ
ションで共有

〈各地区別研修会からみえた課題〉

✓8050における家族への介入が困難なことが多い。
✓母子支援 虐待などの背景のある家族へ介入が困難
✓複合課題のあるケース 枠を超えて互いに整理必要
✓災害対応 要支援者が情報を知らない
✓支援者同士のつながり
関係機関の顔を知らないと相談しにくい。定期的な顔合わせの機会が少ない。

✓ 地域住民への普及啓発
精神保健の理解がすすまない。理解が得られる機会つくり。専門機関の役割
の周知 などなど



(１)第2回医療と保健福祉との連携について検討する会～医療機関編～】

の開催 ・・・医療と福祉の連携に向け、課題の検討と抽出の2回目の会を実施予定

(２)計画相談支援員に関する情報周知に向けた取り組み

・・・医療機関への調査依頼の際、案内冊子の配布を計画 などの情報提供。

(３)各地域部会等との課題の共有

・・・引き続き、抽出された内容により各地域部会専門部会、審議会への情報提供や協力依頼,活動連携。

(４)8050問題』の取組み実践、機関間連携で感じている課題の抽出

・・・認知症圏対応を行う医療機関、地域包括支援センター職員へのインタビューから、課題抽出し次年度

以降の研修会を検討・企画

(５)地域精神保健福祉連絡会への情報交換、地域課題のフィードバック

・・・本年度の各地区活動にて、部会からの抽出課題にも留意し内容を検討。

令和３年度予定している活動計画
R2年度の活動で
みえた課題から

…


